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オルガンを用いて行った

短期再認記'億に関する－実験＊

AnExperimentonShort-termRecognitionMemorv̄

ｏｆＲｅｅｄＯｒｇａｎＴｏｎｅｓ

村瀬受
」ｌｂｊ７ａＭｗＴＪｓｅ

金沢広二子
ＨｉｒｒｏんｏＫｂ）zazazUa

理学における定義のされ方も，問題の古さにもかかわら

ず暖味である（梅本，1969)。また，たとえ論文の集積は

あっても，その研究の対象をゑると，心理学的研究が包

括する範囲は人間の記憶行動のうちの偏った限定された

部分にすぎないという批判(佐藤他,1970)もある。ただ，

最近の研究において，たとえば，記憶をepisodicme‐

ｍｏｒｙとsemanticmemoryとのシステムに分けて論

ずる方向(Tulving,1972)などをふるとぎ，包括的な記

憶研究への志向が感知される。しかし，いまだ未知の領

域は広く，その意味では研究の歴史は浅いといえよう。

さて，このような状況において，私達は一つの実験の

結果をここに報告する。実験の具体的な方法・結果を述

べるまえに，背景となる事柄をまとめておきたい。

Ｉ反応時間を指標とする記'億研究

１記憶のモデルと反応時間研究

心理学における実験は，常識の精密化･仮説の検証･新

事実の発見などの機能を持っている（印東,1964,1971)。

最近の記憶実験は。その多くがなんらかの仮説の上に立

つが，それらの仮説が最も明確な姿をとって表現された

ものはモデルといえよう（小野,1960)。以下で記憶のモ

デルという場合の具体的イメージを描きやすくするため

に，一例として図１にＮｏｒｍａｎ＆Rumelhart（1970）

の記憶の機構の図を上げる。記憶をこのようなシステム

としてとらえ，さらに個々のサブシステムに仮説を置く

のである。

人間を情報処理系と承なし，記憶をモデル的にとらえ

Ｉの慶應義塾大学昭和４６年度卒業実験である。私達は印

はしがき

Ⅶ人間の記憶など時間の風化作用の前では，まことに

たよりないものである｡〃－これはある文芸評論、の

冒頭の文であるが，’､記'億〃とよばれる精神現象には，

古来幾多の言葉が述べられ，また学としての心理学の重

要な研究領域の一つとされてきた。

心理学における記憶研究の分野は，近年，急速に拡張

しつつある問題領域といえる。発表論文数だけから象て

も，1960年から７０年の十年間に実験心理学関係自体の

論文は約２倍半に増加し，同じ時期に人間の記憶に関わ

る論文はほぼ６倍に増しているという（TulVing＆

Donaldson，1972)。

この隆盛は，行動主義からは等閑祝されていた認知の

問題の復興の一部ともいえるが，その底流に，人間を一
システム

つの情報処理系とゑる新しし､思想が時代的背景として

あり，単なる旧の点への回帰ではなし。この展開は，金

子(1972）の論じた注意機能の研究と同様の背景を持つ

といえる。そこでは，われわれと環境との係り合いを，

人間を．情報処理系と象る立場から，感覚的入力を，受容

，処理．保持し，行動的出力とする認知（Cognition）と

いう心理的過程としてとらえ，この全体的な系の間に一

連の仮説的な心理的操作の段階を想定する。これは，従

来の心理学での領域の感覚・知覚・学習・記憶・思考な

どにまたがるものといえる（Neisser，1967；Norman，

1969)。

しかし，記憶とよばれる現象は広範なものであり，心

掌この論文の実験の部分は，印東太郎教授指導による金沢の慶應義塾大学昭和４６年度卒業実験である。

東教授の御指導に感謝いたします。また小谷津孝明助教授からは有益な御助言をいただいてきました。
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（黒崎，1970)，あるいは思考方法の枠といえよう。ただ，

いずれにしても，このような記憶のモデルにおいては，

内部機構といってもかならずしも生理的対件を求めるこ

とは行なわない。情報の処理のfunctionalなstagesを

求めるわけで（Neisser，1967)，傍証として以外生理学

的な記'億の座を問わない。いわば，説明をi同一のレベル

に求めているもの（印東，1969）といえる.

２Stembergの実験

Ⅱに報告する実験は，短期再認記'億（short-termre‐

cognitionmemory）とよばれ，５秒から２５秒という

短い時間内の記憶が再認という検査方法によって詞らく

られる場合，そこでの記憶情報がいかに操作されるか，

いわば,人間の短時間内の記憶における情報検索(infor‐

mationretrieval）のメカニズムを知ろうとしたもので

ある。解析の手段として反応時間(RT）を用いる。この

実験手法はSternberg（1966,1967ab,1969ab)の着想に

よっている。Sternbergの研究は，本邦においてすでに

印東(1969,1971,1972）によるモデル論および数量化の

問題と関係しての紹介があり，また，この種の解析方法

がとられた実験として松田（1971）がある。ここでは，

１１の実験の理解のために，StembergU969b)の図をか

りて解説を行うこととする。

（１）実験方法2)：Sternbergは記憶材料として数字を

用いる。記憶実験の－般的方法では，実験は学習期と検

査期があり，この間に$記憶'’とよぶかたちで情報が保

持されていると考える。ここでは学習期において，記憶

材料の全項目（stimulusensemble）のうち，ｓ個鋤を

．任意にえらび(非復元)，何らかの実験方法4)にしたがっ

て，被験者に記銘させる。図２の例では，（３，８，９，２，６）

が提示されたわけで，この記憶すべき項目の集まり｛鉦,，

"２，…，JFS｝をpositivesetと名づける。全項目のうちの

残りの（Z/1,Ｖ2,…,ツァ}はnegativesetとなる。検査期で

は，全項ロのうち任意の－項目が検査刺激(teststimu‐

lus)として提示される。被験者はこの項目が記憶してい

る項目のリストの内に帆ある〃か剛ない〃かを判断し，

=＝＞l騨型圀旨＞ －＞l:薦:'：

二－－￣－－－

P2r22p1u□lSySI巴m5 MIEmI二↓Ｔｙ５ｙろlEm

図１記'億システムの一例（Norlnan，1970）

る動向は，Ｎｏｒｍａｎ（1970）の編集による“Ｍｏｄｅｌｓｏｆ

ＨｕｍａｎＭｅｍｏｒｙ''により，研究上の一つの里程標が立

てられたといえる。この中で，Ｎｏｒｍａｎは，記憶モデル

には歴史的な源流として，（１）数理的学習理論,（２）信

号検出理論，（３）電子計算機モデルの３つがあるとして

いる。

しかし,最近のそれはＫｕｈｎ（1962）のいうparadigm

的な流れであって,そのような流れとは別に,反応時間と

いう行動測定指標に基づく，いわば伝統的なモデル構成

の思考方式が心理学にはあるように思われる。あらゆる

活動は，精神作用も含め,なんらかの時間を必要とする，

そして時間は測りうる（Woodworth＆Schlosberg，

1954）という極めて単純明白な論拠から，作業に要する

時間（反応時間reactiontime：ＲＴ)を測定し，内的活

動のメカニズムを明らかにしようとする立場である。

歴史的にみると，１８５０年Helmholtzによる神経衝動

伝導速度の推定のためのＲＴ実験，天文学の観測におけ

る個人差の問題などを経由して，Donders，Ｆ､Ｃ、（1868）

は，単純反応・弁別反応など作業内容の異なる一組の

ＲＴを求め，精神活動の内的段階（stages）を解明しよ

うとした。この方法は，その後，その基本的仮定である

挿入仮定(insersionassumption）が批判され，衰微し

た。しかし,行動測定指標としてのＲＴ自体は印東(1972）

のいうＡ数量にあたる‘健全な，測度であり，内部機構

を解く手法として，新しいかたちで復活しつつある。

すなわち，ＲＴに情報理論的解析を行ったＨｉｃｋ(1952)，

Sternberg（1969a）のadditive-factormethodなど，

ＲＴについてそれを構成する要素的時間の加法性を仮定

する立場で，それらは，最近，Briggs（1972）によって

概括されている。

このように，記憶の内部機構を想定する観点は，けし

て近年のモデル論に始まるものでない。それは，むしろ

現象にたし､するわれわれの科学的説明の基本的パタン

ＴＥＳＴＣＯＲＲＥＣＴ
ＳＴＩＭＵＬＵＳＲＥＳＰＯＮＳＥ

澱眺【獺iiiWI<'三ii:;鑿
ＥＸＡＭＰＬＥ

３０８０９０２０６－９－Ｐｏｓｉｌｉｖｅ
Ｒｅｓｐｏｎｓｅ

ＩｓＤＳｊ（ｘ３）

図２項日再認実験・基本手続（Sternbergl969b）
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表-１比較プロセスの種々の側面（Egeth，1966；Hawkins，1969）

1７

基本モデル 比較方法’比較の終了｜比較順序’処理時間

serial

parauel

self-terminating

exhaustive

analyticmodels distributedtimes

constanttimes

randomorder

fixedorder

unitarymodels

（templatematching）

＜あり＞反応（positiveresponse）かくなし＞反応

(negativeresponse）のいずれかを行う。普通,左手右手

のいずれかのスイッチを押すというような明瞭に区別さ

れる反応を用いる。図の例では，検査刺激が‘９，で，

＜あり＞反応がされた。この場合．検査刺激を提示して

から反応の生ずるまでの時間を,反応時間(RT)として測

定する。通常１/1000秒単位で計測される。

この基本手続のうえで，各試行ごとに記憶されるリス

トを新たなものにする手続（varied-setprocedure）と，

数十ないし数万試行の間は一度記銘されたリストを変え

ない手続（Iixed-setprocedure）とがある。前者は，学

習一検査の間隔が短かく，いわば短期記憶系を，後者は

それが時間的に長く，長期記Iiliji系を含んだ記憶を問題と

することになる。１１に述べる実験ではvaried-setproce‐

dureがとられる。

なお,検査刺激を一項目でなく襖数項|｣として提示し，

これをdisplayloadとよび，上述のpositivesetを

ｍｅｍｏｒｙｌｏａｄとして，両者の関連をみる実験もある

(Briggs＆Blaha，1969；Checkosky，1971；Briggs，

1972)。

（２）解析方法：記憶現象を解析しようとするとき，

その考え方のもとには,多くの場合に,帆記憶″をⅦ貯蔵〃

という操作との類比においてとらえることがあるように

思われる（Millerl962)。それはわれわれの思考様式と

も暗黙のモデルともいえる。

そこで（１）のような実験を次のように考えることが

できる。positivesetが提示されたとき，そこでの数字

の３とか８とかを‘外部表現’とよぶならば，生活体の

内部のいわば‘記憶空間(ｍｅｍｏｒｙspace)'に，それらに

対応する‘内部表現（innerrepresentation)，が与えら

れ保持されると考える。それらは離散的で情報処理の機

能的単位となる。そして検査刺激が提示された場合,いあ

り〃帆なし″の判断の成立の前に,記憶空間のなかを探す

`記憶の走査(memoryscanming)，が行なわれていると

考える。

一般的な問題であるが，このときの'117報の機能的単位

の大きさは暖昧で,Sternbergや本論のように文字．数

字・音の一個を考える場合も，文字を術成する線分の要

素のような物理的特性を考える場合もあり，単語のよう

なまとまりを考える場合もある。なお内部表現の性質に

ついてはSternberg（1967b）の考察がある。

このように考えると，この場合の記憶の走査は記憶空

Ｇ
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ｍ
Ｅ
》
卜
に
。
四
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Ｕ
く
山
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ｚ
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図３解析方法（Sternberg1969b）

（ａ）反応時間関数

（ｂ）系列位置関数

0２Ｓｑ５６

ＳＩＺＥ，ｓ０ＯＦＰＯＳｌＴｌＶＥＳＥＴ

図４反応時11M関数（Sternberg，１９６６.実験結果）



社会学研究科紀要 第１３号１９７３

となる6)。この場合，＜あり＞＜なし＞の勾配が問題で，

ＲＴの絶対･値の差は特にefferent-isochronality(Ba、‐

ber,1969)を仮定しないかぎり問題ではない.Sternberg

(1966）は結果（図４）から，直列で定速悉皆走査とい

う仮説を認めている。

この場合，‘悉皆，の仮説はくあり＞＜なし＞の勾配

が等しいという条件により立てられたのだが，勾配が等

ししということは悉皆という前提のもとでのＲＴに関

する帆十分条件〃であって，反応時間関数がこの型であ

るならば，帆必要条件〃としての系列位置関数に次の性

質が要求される。すなわち，図３－(b）のＲＴは，検査

刺激の位置に依存せず，リストの長さ（s）ごとに横軸に

平行な一群の直線が得られるはずである。なお，自動打

切り型の場合，比較の１１頂序のタイプにより図のような二

種類が考えられる。

Ⅲ実験

１目的

聴覚刺激による短期再認記憶過程の解析をSternberg

の手法により行なう。このとき，positivesetの大きさ

をSternbergの条件（s二6）より増した条件について

も検討を行って承る。

２方法

予備実験7)により各種の条件を検討し次のような方法

をとった。刺激音の提示は,電動オルガン(ヤマハＳ－２０

型）を用い,実験者8）が行った。個人別実験で,被験者と

オルガンの位置関係は，被験者の後方約２．５ｍに被験

者の両耳間の軸とオルガンの鍵盤とが直角をなすように

配置された,)。被験者は実験用肘掛椅子に座し，その肘

掛の部分に反応用スイッチをつけた板が渡された。実験

は慶応義塾大学三田心理学実験室(Ｂ112：面積２７，２）

の一隅で行なわれた。実験室は音響実験用に壁および床

1８

間内でのpositivesetの内部表現と検査刺激という‘見

本,の内部表現とのⅦ比較〃の操作といえる。この比較

の操作はいろいろな側面から分類でき，Egeth（1966)，

Hawkins（1969）にしたがえば表１のようになり，これ

らの間の組合せが考えられる。

Sternberg流の実験の結果は，ＲＴについて主に次の

二つの分析を行う。（図３参照）

a）反応時間関数（reactiontimefunction)：

positivesetの大きさ，すなわちリストの長さ(s)に

対し，＜あり＞＜なし＞反応別に平均ＲＴをプロット

したもの。

b）系列位置関数（serial-positionfunction)：

＜あり＞反応の場合だけについて，リスト内での検査

刺激の位置別に平均ＲＴをプロットしたもの。

反応時間関数として，図３－(a)のよう淀直線が求めら

れたとすれば,これは

ＲＴ(s)＝α＋１８ｓ

という線型関数で，記憶の走査の記憶空間内での比較方

法は，情報的単位を一時に－単位づつ（serial),定速（β）

で比較していることになる。

このときくあり＞＜なし＞反応別に直線を求めること

により，この比較の終了の様式が区別しうる｡すなわ

ち，検査刺激がpositivesetに含まれるくあり＞条件

の場合，記憶空間内に一致するものが見出された時点で

走査をとめて反応する‘自動打切り（self-terminating）

走査'5）となるか，走査をとめずに記憶空間内をすべて

詞らべてから反応する‘悉皆（exhaustive）走査'5）と

なるかである。＜なし＞条件での反応は常に悉皆事態な

のであるから，その直線の勾配とくあり＞条件の勾配を

比較することにより両者は判別しうる。自動打切り型で

あれば，＜あり＞反応の勾配ばくなし＞反応のほぼ半分

０■
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張りがしてあり,完全ではないが外部と遮音されている。

刺激音としては図５に示す２０種の音を選定した10)。

これが記憶材料の全項目（stimulusensemble）となる。

positivesetの大きさ（以下，‘系列の長さ，または‘ｓ,

とする)は,2,3,4,5,7,9,11の７段階とした。実験手続は

positivesetが試行ごとに変わるvaried-setprocedure

とし，さらに系列の長さも，被験者に知らされること

なしに毎試行変えられる。これは提示条件として，長

さが知らされぬという点でrunningｍｅｍｏｒｙ（Pol‐

1ａｃｋｅｔａ1.,1959)の実l1ifに順似する。＜あり＞＜なし＞

条件の割合は等しく，順序はランダムとする。＜あり＞

条件では系列位置関数を求めるため，各位歴あたり２０

回測定することとした'1)。ただし，ｓ＝2,3,4では全て

の位IFlで測定するが，ｓｚ５の場合は奇数番目の位置の

みで測定する。したがって，後の図７で分かるように

s＝５では系列位置関数として３点が，ｓ＝１１では６点

だけが求められることになる。もちろんこのことは被験

者に知られないし，気付かれることもなかった。この
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図７(ａ）系列位置関数（系列の最初に合わせた場合／系列の長さ別）

1１

２秒に検査音を提示する。positivesetの部分と検査音

とを区別するために，最終の音の提示直後，黄色の合図

ランプ（ｌＯＯＶ３０Ｗ,被験者の正面約２ｍ）が一瞬点滅

し，またこのスイッチのクリック宵も合図となって，検

査音が次に続くことを知らせる。このスイッチは同時に

ポイスキー回路を閉じ，検査音を検出してタイムカウン

タ（タケダ理研製：TR-5765U）を始動させる。被験者

はくあり＞＜なし＞の判断を右または左の反応ボタンを

押して報告する。これによりタイムカウンタは停止し

1/1000単位でＲＴが計測される。検査音は被験者の反

結果,１被験者の総試行回数は1,080となる。これを２１６

試行ずつの５ブロックに分け，５日またはｌ０Ｈ間'2）で

試行した。いずれの場合も，各回の実験Ull始前に２０回

程度の練習を行い，１/4ブロックごとの５分間程度の休

憩を入れ，その後にも練習を行って測定に入った。全実

験の試行順序に３種類があり，被験者問で調整した。

刺激音系列の提示は次のような手順で行った。各試行

ごとに，実験者が「次，行きます」と発声し，刺激音を

約１．２秒，刺激間隔を約1秒の時間関係で．譜面にした

がい一定の個数を提示する。系列の最終の背の提示後約
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図７(ｂ）系列位置関数（系列の最後に合わせた場合／系列の長さ別）

応をまって停止する。反,応ボタンの間隔は１０ｃｍ，圧約

5509で作動するマイクロスイッチILM]した。実験者の

用意の合図で左右中指をあらかじめ反応狼タンの上にの

せた状態にしておくことが教示されている。反応の左右

別の指定は，被験者間で半数ずつに調蜷されている。

なお，反応後，被験者は次の事柄を，正面の机上の反

応用紙に記入した。け）反応の確信度を，なし，替通，

ありの３段階で，向くあり＞反応の場合，検査音と一

致したのは系列の前，中，後いずれであったか。この記

入の時間は被験者の任意のものとし，また実験前に，Ｈ)，

(ﾛ)の作業は副次的なものであると教示してある。今回

の報f'Tでは，これらの分析については省|略される。

被験者は１１名を１１]いた'3)。このうち，３名は心理学

専攻生，８名は他学科学411であり，リj５名，女６名であ

る。また女４名は子Illi実験での被験者の経験をもってい

るっ

３結果

実験データを以下のような0111面から整理した。ここで

は被験者中１０名Ｌ、の個々の平均値の平均による分析を

上げ議論をすすめる。平均値は全て算術平均をとる。誤
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答の場合のデータは除いてある。

1）反応時間関数

図６に系列の長さに対する平均反応時間をくあり＞

＜なし＞の反応別に示し，±１汀を加えてある。この図

において，２つの反応が明瞭に分離していること，両者

は平行関係をほぼ保ちながら，系列の長さが増すにつれ

増加してゆくことが承られる。ｓ＝１１においてＲＴが減

少するが,後に誤反応と記憶の範囲の点から考察される。

このｓ＝１１の点を除いた６点について最小２乗法によ

り直線を当てはめると，＜あり＞反俶応はＲＴ-160.72＋

22.8s,＜なし＞反応はＲＴ＝482.25＋24.3ｓとなり,図

に示されている。

2）系列位置関数

くあり＞反応について，検査刺激の位置Iこ対する平均

ＲＴを，系列の長さ毎に，プロットしてみる。図７－aは

図3-bにならった表わし方をしたもので，横軸は系列の

最初の項に揃えて提示の時間順序にそって位腫番号をつ

けてある。図は位置によりＲＴの異なる結果を示し，

悉皆走査の仮定によるパタンとならない。全体的傾向と

して，系列内で検査刺激に近い位置ほどＲＴは短かくな
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図８(ａ）練習曲線（＜あり＞反応／系列の長さ別）

Ｖ
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るという，新近性効果（recencyeffect）を示す。また，３）練習曲線

提示順序で検査刺激が最初の位l1ZiLに一致する場合もＲＴ図８は２１６試行を１試行ブロックとした場合，実験

は短かいという，初頭性効果（primacyeifect）屯見らの進行にしたがって，同一の実験条件下においてもＲＴ

れる゜後者の効果は系列の長さが増すにつれ弱くなるが変化する経過を，反応別，系列の長さ別に示した。部

ことが分かる。図７－ａを別の表現にしたものが図７－ｂ分的に順序の逆になる個所があるが．系列の長さごとに

で，横軸は系列の最後に揃えてⅡ1rlM1l順序とは逆むきに位ほぼ平行してＲＴの減少が生ずる。さきの反応時間関数

置番号をつけてある。系列の長さの異なる場合が全体とは，このような経過}zでのilll1定を平均したものであ

して－つの曲線の上にのり，各長さの第１音だけが初頭る。

性効果を示しはずれているというペタンが明らかとな４）誤反応
ろ。 これまでの分析では誤反応の際のデータは除いて平均
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図８(ｂ）練習曲線（＜なし＞反応／系列の長さ別）
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なる。誤反応の多くはｓ＜７で生じ，またｍｉｓｓが全般

的に多いことが分かる。この全体のパタンは試行によら

ずほぼ同じ傾向であった。さらにくあり＞条件の場合に

系列位置ごとに表わすと図１１となる。

１１１考察および問題

１）悉皆型走査について：記憶の想起の有様を情報検

索的な見方からとらえる研究では記憶の走査の様式が－

つの問題とされてきた。Sternbergはそこに直列の定速

値を求めてきた。ここではその除外した部分を記してお

く。

図９のように練習Ul線を全誤反応率を縦軸としてとる

と，それは２０％程度で試行の進行によらずほぼ一定で

ある。したがって，図８におけるＲＴの減少傾向は

speed-errortradeoffによるものではないといえる。さ

て，この誤反応を系列の長さごとに，ｍｉｓｓ（＜あり＞条

件にくない＞反応）と，falsealarm（＜ない＞条件に

くあり＞反応）の条件別にとって象ると図１０のように
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と，ｙ切片が最初の６日間減少して，後は一定となるの

に対し，勾配すなわち一項目あたりの処理時間は，期間

中減少を続けるという結果を得ている。

したがって，一般に，報告される結果は，データのと

られた時点を示すか，あるいは練習1111線を明示する必要

があろう。私達は，図８の結果が，試行に対し＄ごとに

ほぼ同じ11項位を保って減少するので，全試行をまとめて

他の図は表現することとした。図６からは－項１１あたり

22.8ないし２４．３，secの処理時間となるが，これは平

均的なもので，実験期間内で実際はたえずよりⅦ高速″

な走査に移行している。

３）直接記憶の範囲と誤反応：ただ一回提示した材料

がその直後に正しく再生される個数には限界があり，直

接記憶の範囲（immediatememoryspan）などとよぱ

れ古くからの実験がある．また，Miller（1956）によっ

て新しい情報理論的観点からの'７±2〃という範囲への

考察があるのはよく知られていることである。

positivesetをvariedsetprocedureで提示すると

いう実験方法の学習期にあたる部分は直接記憶範囲検査

に類似し,Sternbergの数字を用いる方法はいわばdigit‐

spantestにあたるであろう。

その範囲をここでの実験方法に合わせてみてゑると，

Pollacketal．（1959）は数字系列．聴覚的提示・run‐

ningmemoryspanとして平均４．２文字，その分布は

正規型としている。この正規分布であるという結果は

Sperling＆Speelman（1970）の実験でのスコアの補正

に積極的に組承込れている。最近Fujisakietal.(1972）

では,14個一定数提示.:初頭よりの再生として，平均３．７４

文字を得，その分布が示されている。なお，ＲＴと記憶

範囲の関係はSaltzman＆Garner（1948）の実験など

がある。

Sternbergの実験では，系列の長さはｓ二６に限られ

たが，その第一の理由はpositivesetが記憶の範囲を

こえず,学習･保持が完全であるような条件のもとで記憶

検索を問題としたいためであり，したがって実験事態が

error-freeperformance1n）であることが強調される

(1969,ｐ424)。第二の理由は，数字は全項目数が１０個

に限られるので，Ｓが大きくなりnegativesetllllを走

査する可能性があるのを除くためであった。

この実験では全項目数は２０であり，第二の理由にふ

れることなく系列の長さを延ばせたが，全般的な誤反応

率の高くなる結果を生じた。それは第一の理由となって

いた記憶の範囲が関係してくるからである。図９の全誤

反応率が２０％Wi1度というのはこのIiIIiの実験では高い方

悉皆走査という過程を描いた。すでに述べたように，内

部走査に悉皆型を前提とすると，反応時間の上で，論

理的にいって，十分条件としてくあり＞＜なし＞iilij反応

の反応時間関数が同一の勾配を持つこと，また必要条件

として系列位置関数が横軸に平行でなければならない。

彼の報告では，反応時間関数を示して先の仮定が述べら

れるが，必要条件としての位職関数は明瞭な形で公共化

されていない。わずかに､､位般関数は比較的にHatで

あった〃という記述と，新近性効果についての脚註があ

るにすぎない(1969,p､428)。この点はこの種のデータを

検討する者にとって不満の残るところであろう。

私達の実験では，反応時間関数のうえでくあり＞＜な

し＞の条件が，ほぼ等しい勾配の直線あるいは平行した

曲線として表現される。それにもかかわらず，系列位腫

曲線上では期待されるｎａｔな直線とは著しくかけはな

れた位i1f効果を示すものとなった。

悉皆型のSternberg（1966）の仮定には，いち早く

ＭｏｒｉｎｅｔａＬ（1967a）が批判実験を行い,(s＝４条件の承

なので反応時間関数は得られないが)，位|,ft関数に新近

性効果が強くあらわれることを示した。Ｍｏｒｉｎｅｔａｌ．

(l967b)は短期記憶でのvonRestorff現象を視覚的継時

条件で検討したものだが，反応時間関数では平行関係が

ある'5)のに，位置関数は系列位置効果を示しているのが

図から読象とれる。このように反応時間関数の象から，

走査を悉皆型と結論するのは不十分といえる。

悉皆，自動打切りなどの記憶の走査の様式は，かなり

実験のcontextdependentであるように思われる。し

かしその決定間は十分知られていないようである。学召

期の手続が，記,億のOrganizationと走査の様式を規定

するとも考えられるので,今後検討したいと考えている。

２）緋十W効果について：図８に示されるように，この

種の実験では，実験の進行に伴いＲＴが減少するという

練習効果がゑられる゜したがって図６，７などは，本来，

試行ブロック別に示す必要がある。

練習効果としてよく引用されるNeisser（1963,1964）

Neisseretal．（1963）は，visualsearchの課題で，

positivesetにあたるtarget側の記憶走査が，試行が

進むと直列型から並列型に質的に移行する経過を示し

た。Burrowns＆Murdock（1969）はｍｅｍｏｒｙｌｏａｄ

(ｓにあたる)＝1～3,displayload＝3～６の条件で１４１２１

間試行しvariedofixed両手続ともＲＴの著しい減少を

示した。村瀬・大西の実験（未発表）ではｓ＝2,4,6の

nxedprocedureで，３０日間の試行においてＲＴは連

続して減少が見られ，その内容は，反応時'111関数でみる
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であるが，その誤反応の内訳は図１０のように主にｓｚ７

で生じている。データは誤反応を除いて集計しているが，

上の結果は系列の長い場合の値の重永を低めることにな

ろう'7)。図１１のように誤反応を細分化するとこのこと

は著しくなる。ｓ＝１１でＲＴが平均のうえで減少する結

果は，集計の過程で新近性効果の強い部分の例数を多く

含むことによるartifactとも考えられる。

Sternberg（1969b,ｐ､450～452）は文脈再生実験で数

字系列を反復して提示し検査を行うと，反復回数に応じ

誤反応数は減少するが，走査速度は変化しない結果を得

た。このことから誤反応は学習，保持過程に原因し，記

憶検索に関係しないとする。しかし，再認実験は再生

実験とはcontextが異なるので，このことから誤反応

が多いことが結果に何ら影響しないとはいえないだろ

う。記憶範囲を越えた場合の測定は，見かけのうえでデ

ータを得ることはできるが，その内容に注意してあつか

う必要があろう。

４）モデルと反応時間測定：はじめに述べたように記

憶の内部機構について多数のモデルが提出されている。

そのようなとき，いかなるモデルが良いモデルと言える

のであろうか。評価基準として，小野（1960）は数学モ

デルの場合に無矛盾性･単純性･適合性を上げ，Ｎｏｒｍａｎ

（1970,ｐ､512）は，理論曲線の当てはまり．心理学的な

reality・パラメータの妥当性．子illll性を上げている。

多くの場合，客観的な評価の行いやすいために理論曲線

との適合が示される。しかしＮｏｒｍａｎが危倶するよう

に，かって学習曲線について異ったモデルが同一の事象

をいずれもうまく説明してしまったことが'8)，記憶の場

合にも起りつつあるのではなかろうか。

著者の－人村瀬は，モデルにおいて，それが持つ心理

学的なrealityあるいはplausibilityを最も大切にした

いと考える。しかし一方，この評価基準は，我々の既存

の思考の枠をのりこえられず，未知の事象の推illIを行う

場合に妥当しうるものか疑わないわけでもない。たとえ

ば，この論文で述べてきたい走査〃というプロセスにし

ても，どのようにとらえたらよいのであろうか。1-2-(2)

のような考え方を，我々はとることは容易である．しか

し，‘真の，realityはあるのだろうか。

この実験で用いた反応時間という行動指標は，先に述

べたように印東（1972）によれば，個体の出力サイドの

数量化において帆Ａ数鼠''に属し,IiM体というブラック．

ボックス内部の潜在生成機構を直接表出するところの，

データとしていわば‘健全な,数量とされる。しかし，

ＲＴにも他の測定の場合と同様にnoiseが常に含まれ

る。したがって，生成機構を推測する場合，それがいか

なるレベルまで可能かは，反応時間のsignalの成分と

noiseの成分とできまるが，その臨界のような問題につ

いてはいままでのところ十分検討されていないように思

われる。

反応時間については古くからの実験の集積があり，ま

た論評，測定上の問題点なども我々に与えられている

(Woodworth＆Schlosberg，1954；Teichner，1954；

Smithl968；金子,1969)｡私達は研究の方向づけのため

に，古ぎを探り，新しい検討を加える必要を感じている。

註

l）菊盛英夫：一つの時代，「ちくま」１９７０，５月号，

筑摩書房。

2）Sternbergの実験手法には，大別して，項目再認

作業（item-recognitiontask）と文脈再生作業

（context-recalltask）とがあり，ここでは前者の

みが問題とされる。

3）Sternbergの実験では１三ｓ≦6，この範囲とした

理由はⅢ－３参照。

4）Sternbergの実験ではNixie管を用い，１項目

1.2秒の速度で提示する｡そして，最終項目より２

秒後，１．２５秒の注意合図があり検査刺激が提示さ

れた。

5）印東（1969,1971,1972）の用語にしたがう。

6）〈なし＞条件での比較回数がｓ回であるのに対し、

〈あり＞条件では平均した比較回数は(s＋１)／２と

なるからである。

７）本実験とほぼ同じ手続で，７０～2000Ｈｚの範囲で

ｍｅｌ尺度を考慮して15音をとり，２二ｓ≦９につ

いて，136試行を被験者13名について行い，実験条

件を検討した。

８）金沢が被験者の場合，小林ポオル君が行った。同

君の協力に感謝する。他は全て金沢が実験者とな

った二

９）予備実験から，被験者と平行に配置すると，音源

の空間的手がかりがかかわることが知られた。

10）私達は，オルガン音を物理的・心理的に多次元刺

激と考え,単にpitchのみの変化とばしたい。ただ

し，これから作られる音系列には，White（1960)，

Dowling＆Fujitani（1971）のようなメロディの

記憶は関与が少ないと考える。

11）音系列作成後，検査音と個念の音との隔りを各位

置について調べたところ，ほぼ等しい分散状態で

あった。

12）５日間の者４名，１０日間は７名であった。

13）被験者を快瀧された，岩川茂子・草野葵・八田純

子・田所真知子・小林ポオル・鈴木恒男・樋口義

治・荻野裕子・小山令子・川上清文の諸君に感謝

します｡



オルガンを用いて行った短期再認記憶に関する一実験 2７

14）披験老中１名は反応時|川が極端に長く，これを含

めると全般のＲＴのレベルを高く見積らせるおそ

れがあったので省いた。ただしその反応時間関数

の形は，平均のそれとほぼ等しかった。

15）私達の結果の図６を，＋６０，sec平行移動させる

とほぼ一致する。

16）Sternbergの実験では１～1.5％の誤反応であり，

他の条件でも10％を越えない。

17）系列の長さに応じ測定数を増してあるので，反応

時間関数についてはｓの大なる個所の集計数は少

なくならない。

18）久野（1957）の指摘もある。
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